
令和３年度地方創生推進交付金採択状況（新規・継続）

交付決定事業名 事業概要 交付決定額（千円）

2
えべつ食のブランド海外展開
促進事業
【継続事業：２年目】

　平成23年に国から指定を受けた「北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特
区」の目標を達成するため、海外輸出に興味があるものの実績がない企業、さら
には輸出の考えを持ち合わせない企業に対し、それぞれの取り組み状況に応じ
た、きめ細やかなサポートを展開することにより、市内の食関連企業全体の底上
げを図り、地域における「海外から稼ぐ力」を創生する。

2,930

【２年目】
　・海外江別フェアの開催（台湾（予定））
　・海外バイヤーとの商談会の開催
　・海外への販路拡大取組支援
　・外国語パンフレット、PR動画の制作

1
学生お試し移住・定住推進プ
ロジェクト
【継続事業：２年目】

 　江別市内４大学の学生に、連携８自治体の地域や企業の魅力を伝えることで、
当該地域に移住就業させ、地方創生の実現を目指す事業。
　実際に地域で暮らしながら参加するインターンシップや、優良な地域企業の掘り
起し、コーディネーター同席のもと行う企業訪問などを中心に、学生の地域移住に
対する心理的障壁を下げて移住就業を後押しする。
　更に、地域での起業を促すため、学生を対象とした起業セミナー等を開催する。

1,628

【２年目】
　・移住体験型インターンシップの実施
　・学生起業セミナーの開催
　・地域企業訪問説明会の実施　など

3

江別市就労支援プログラム事
業
（江別まちなか仕事プラザ事
業～女性と高齢者等の就労支
援）
（介護人材養成支援事業）
【継続事業：２年目】

  女性・シニアを中心とした潜在的労働力が、市内への就労に結びつくよう、市内
大型商業施設内に就労相談、各種研修、企業との交流ができる総合型就労支援
施設を設置する。
　さらに、市内企業が人材活用の幅を広げられるよう、企業向け支援セミナー等も
実施することで、求職者と雇用者の双方を支援し、地域で活躍できる人材の育成・
確保を目指す。
 介護分野では介護業務未経験者を対象に、入門的研修を実施することで介護人
材の育成を図り、市内介護事業者への就労支援を行うことで介護人材の確保を
図っていく。 17,569

【２年目】
　・参加企業拡大に向けた合同企業説明会などの開催
　・企業の採用力向上のためのセミナー開催
　・介護分野における入門的研修及び雇用型就労の実施　など

4

若者「えべつ愛」育成プロジェ
クト～「関係人口」の創出・拡
大を目指して～
【継続事業：２年目】

　市内大学生の「江別の認知度」を向上させ、「江別への愛着」を高めるため、大
学生を対象に、江別に関する情報発信や、地域交流会、江別認知度向上バスツ
アーをなどを通じて地域の様々な分野で活躍する方々と交流する機会をつくる。こ
うした取組により、卒業転出後も江別市に関心を寄せてもらい、多様な江別市との
関わりを持続させることで「関係人口」の創出･拡大を図る。

5,020

【２年目】
　・市内各大学の「江別ＰＲブース」運営、デジタルサイネージ広告の設置
　・学生向けバスツアー開催
　・東京江別会における市内大学卒業生へのPR
　・えべつファンスマホサイトの拡充　など

資料３
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4,957

5 4,683

　前身事業において定めた江別の新たな観光像「すぐ近くにある歓びと発見。ここ
ち好い江別」の実現を目指し、市民、事業者、行政など江別市の観光に関わる全
ての人が役割を分担しながら連携し、一体となって取組みを進めていく。
　３年目は、観光推進体制の立ち上げを支援し、中心となる観光協会の組織強化
を図る。また、観光振興計画で定めた取組みを実施するのに加えて、観光物販の
拡充を図り集客力向上を図る。

【３年目】
・観光推進体制の立ち上げの支援
・日帰り周遊観光の推進
・サイクツーリズムの推進
・プロモーションイベントの開催　など

江別市観光振興計画推進事
業
 【継続事業：３年目】

7

登録有形文化財北海道林木
育種場旧庁舎のリノベーション
による企業誘致拠点施設整備
事業
【令和３年度新規事業】

　国の登録有形文化財北海道林木育種場旧庁舎を企業誘致施設として再整備
し、民間事業者に貸借することで、企業立地拠点として活用を図る。施設は近隣４
大学の研究者や大学生の利用のほか、個人事業主等のビジネス利用を狙ったコ
ミュニケーションスペースを整備する。また、歴史的建造物の雰囲気を生かした市
民ギャラリー等を整備し文化イベントも開催する。

41,250

【３年目】
・地域交流事業の実施
・「生涯活躍のまち」のＰＲ　など

令和３年度地方創生拠点整備交付金採択状況（新規事業）

6
江別版生涯活躍のまち推進事
業
【継続事業：３年目】

　市民が市外に転出することなく生涯にわたって暮らし続けられるまちづくりの実
現を目指し、アクティブシニアや障がい者が就業、ボランティア等に携わり市内で
活躍することを通じて、様々な地域課題の解決に寄与するような仕組みを構築す
る。
　３年目は引き続き「生涯活躍のまち」のPRを行い施設入居者や施設利用者の増
加を図るとともに、市民説明会や地域交流事業を実施する。
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令和３年度 えべつ食のブランド海外展開促進事業 

 
 

１ 目的 

江別市は平成 23 年に国から指定を受けた「北海道フード・コンプレックス国際戦略総

合特区」の目標を達成するため、これまで東南アジアをターゲットに、海外に輸出実績

のある企業を中心に販路拡大支援に取り組んできた。 
 こうした企業に加えて、海外輸出に興味があるものの実績がない企業、さらには輸出

の考えを持ち合わせない企業に対し、江別市がそれぞれの取り組み状況（レベル）に応

じた、きめ細やかなサポートを展開することにより、市内の食関連企業全体の底上げを

図り、地域における「海外から稼ぐ力」を創生する。 
 
 

２ 事業概要 

 ２年目である本年度は、海外で試食販売等を実施する「江別フェア」や海外バイヤー

との商談会（相談、磨き上げ等）を開催するとともに、企業自らが実施する海外への販

路拡大に向けた取り組みに係る経費を支援する。 
また、外国人向けのＰＲ動画やパンフレットを作成し江別の魅力を海外に向けて広く

情報発信する。 
 新型コロナウイルス感染症により、事業推進に大きな制約が生じているが、事業目的

を達することができるよう、様々な工夫・代替手段を検討しながら取組を進める。           

項 目 概      要 
海外江別フェ

アの開催 
（委託） 

海外で食品試食・販売等する「海外江別フェア」を開催する。 

渡航によるトップセールス及びＰＲが困難であるため、現地販売員に

よる試食販売・ＰＲとし、複数回のフェア出展機会を提供する。 

・時期：10 月、１月（予定） 

・場所：台北市内百貨店等 

・参加者：江別市内の食関連企業等 

海外バイヤー

との商談会の

開催 
（委託） 

海外バイヤーとの商談会を実施し、海外への販路拡大に向けた商談や

相談・磨き上げを行う。 

海外バイヤーの招聘が困難であるため、オンライン（事前に商品・資

料を現地に送付）による商談とし、複数国・地域との商談機会を提供

する。 

・時期：10 月（予定） 

・バイヤー：台湾、ベトナム等のバイヤー 

・参加者：江別市内の食関連企業等 

海外への販路

拡大取組支援 
（補助） 

海外への販路開拓を目指す企業の取り組みを支援するため補助する。 

・補助率等：2分の 1、上限 20 万円 

・対象経費：海外展示会出展、輸出に必要な食品成分分析 等 

外国人向けＰ

Ｒ動画の制作 
（委託） 
 

江別の食の魅力を伝える外国人向け江別市ＰＲ動画を制作し、アジア

を中心とした一般消費者に広く情報発信することで、江別産食品の海

外への販路開拓・拡大を推進する。 

・字幕：英語、台湾語（繁体字）、中国語（簡体字） 

・動画を活用したプロモーションは、令和４年度を予定 

5



外国語パンフ

レットの作成 
（委託） 

江別の食の魅力を広く伝える多言語の外国語パンフレットを作成し、

「海外江別フェア」等で配布する。 

・言語：英語、台湾語（繁体字）、中国語（簡体字） 

・部数：500 部×３言語 

 

 

 

（参考）昨年度の実績及び来年度の予定 
 概      要 
令和２年度

（実績） 
 
 
 

○海外江別フェアの実施 

渡航によるＰＲができなかったため、現地販売員による試食販売・ＰＲ

を実施。市内企業に複数回の出展機会を提供。 

 ・10 月 1 日～14 日：台北市（微風広場復興店） 

 ・２月 19 日～３月 15 日：台北市（遠東 SOGO 台北天母店） 

○海外バイヤーとの商談会の開催 

 海外バイヤーを招聘できなかったため、オンラインによる海外バイヤー 

との商談会を開催。市内企業に複数国・地域との商談機会を提供。 

 ・10 月 15 日：台湾（三社科技股 有限公司） 

 ・10 月 30 日：ベトナム（アクルヒ スーパーマーケット） 

○海外への販路拡大取組支援（補助） 

○台湾語パンフレットの作成 

令和３年度 前記のとおり 

令和４年度

（計画） 
 

○海外バイヤーとの商談会の開催 

○海外への販路拡大取組支援（補助） 

○外国人向けＰＲ動画・パンフレットによるプロモーション 

○海外バイヤーの意見を参考にしたワークショップ（販売戦略・商品磨き 

上げ）の開催 
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雇
用

（
２

か
月

）

・
介

護
職

員
初

任
者

研
修

（
１

３
０

時
間

）
に

よ
る

資
格

取
得

・
介

護
事

業
所

で
の

職
場

実
習

【
事

業
規

模
】

・
年

間
１

回
（
定

員
１

０
人

）

【
事

業
効

果
】

・
介

護
職

員
初

任
者

研
修

受
講

に
よ

り
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

へ
の

就
労

も
可

能

・
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

介
護

福
祉

士
実

務
者

研
修

を
受

講
す

る
際

、
一

部
科

目
が

免
除

さ
れ

る

・
職

場
実

習
を

経
る

こ
と

で
、

事
業

所
へ

の
定

着
率

を
高

め
ら

れ
る

■
令

和
３

年
度

江
別

市
介

護
人

材
養

成
支

援
事

業
の

概
要

　
■

○
市

内
介

護
事

業
所

へ
の

就
労

支
援

【
主

な
就

労
先

】

・
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

（
訪

問
介

護
等

で
訪

問
介

護
員

と
し

て
従

事
で

き
る

）

・
通

所
系

サ
ー

ビ
ス

（
通

所
介

護
、

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
等

）

・
施

設
・
居

住
系

サ
ー

ビ
ス

（
特

養
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

）

○
市

内
介

護
事

業
所

へ
の

就
労

支
援

【
主

な
就

労
先

】

・
通

所
系

サ
ー

ビ
ス

（
通

所
介

護
、

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
等

）

・
施

設
・
居

住
系

サ
ー

ビ
ス

（
特

養
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

）

※
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

（
訪

問
介

護
等

）
へ

の
就

労
は

、
介

護
職

員
初

任
者

研
修

の
資

格
が

な
い

た
め

、
訪

問
介

護
員

と
し

て
従

事
で

き
な

い

就
労

希
望

者

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ

希
望

資
格

取
得

者

受
講

入
門

的
研

修
は

受
講

し
た

が
、

都

合
に

よ
り

今
回

は
就

労
又

は
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

研
修

の
い

ず
れ

に
も

結
び

付
か

な
か

っ
た

者
は

、
本

人

の
希

望
に

応
じ

て
、

潜
在

的
介

護

人
材

候
補

者
と

し
て

登
録

（
※

事

業
期

間
内

に
お

け
る

就
労

支
援

の

実
施

）

(B
)

(A
) (C
)

介
護

の
仕

事
に

関
心

の
あ

る
定

年
退

職
を

予
定

し
て

い
る

中
高

年
齢

者
や

子
育

て
が

一
段

落
し

た
主

婦
な

ど
の

業
務

未
経

験
者

を
対

象
に

、
市

が
市

内
介

護
事

業
所

と
連

携
し

、
①

入
門

的
研

修
の

実
施

、
②

資
格

取
得

や
職

場
実

習
に

よ
る

就
労

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
介

護
人

材
の

確
保

と
市

内
介

護

事
業

所
へ

の
人

材
の

定
着

を
図

る
。

▼
本

事
業

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

・目
的
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令和３年度「大学生等地域関係促進事業（通称：EBETSUto（えべつと））」について 
 

 
 
１ 概要 

市内４大学の学生に対する市の認知度の向上や、卒業生と市の繋がりを維持する

ことで関係人口の創出を図るとともに、２０代前半の転出抑制や将来の定住促進に

寄与することを目的として、令和２年度から事業を実施している。 
 
 

２ 令和２年度の主な実績 
 (1) スマホアプリ（ウェブサイト）の開発 

  EBETSUto の取組を広げていくため、専用のアプリ（ウェブサイト）を構築 

 (2) 大学内へのＰＲブースの設置 

   市内大学に江別ＰＲブースを設置し、江別市の飲食店や観光拠点のパンフレッ

ト等を設置 

(3) 地域交流会の実施 

市内企業（蔦谷書店、株式会社菊水、アンビシャスファーム株式会社）の若手

職員と大学生とのオンライン交流会を実施 

 
 
３ 令和３年度の主な実施内容 
(1) 当事業を実施する事務局及びコーディネーター等の設置 

(2) 令和２年度に開発したスマホアプリの機能拡充 

(3) 大学内へのＰＲブースの設置とデジタルサイネージを活用した学生への情報

発信 

(4) 市内で活躍する社会人等と大学生等との交流会の開催 

(5) 江別の認知度を向上させるバスツアーの試験開催 

(6) ゲーム・動画など学生に訴求性のあるウェブコンテンツの作成 

 

 

４ 実施方法 
  特定非営利活動法人みなと計画に委託 
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令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
（

案
）

　 ・
産

業
連

携
新

商
品

開
発

等
支

援

・
開

発
戦

略
に

向
け

た
事

業
者

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

実
施

・
意

見
交

換
会

等
に

よ
り

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
事

業
の

立
案

地
域

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

・
既

存
イ

ベ
ン

ト
の

検
証

、
磨

き
上

げ
・

観
光

推
進

体
制

確
立

の
た

め
の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ

・
観

光
協

会
ビ

ジ
ョ

ン
策

定
支

援
・

事
業

計
画

策
定

支
援

・
観

光
協

会
法

人
化

支
援

・
観

光
商

品
、

特
産

品
の

磨
き

上
げ

・
産

業
連

携
新

商
品

開
発

支
援

補
助

金
の

制
定

・
市

内
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

・
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
検

証
・

研
究

・
イ

ベ
ン

ト
企

画
検

証
・

実
施

・
サ

イ
ク

ル
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

　
地

域
連

携
企

画
の

検
討

・
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
支

援

・
バ

ス
ツ

ア
ー

等
に

よ
る

日
帰

り
周

遊
ル

ー
ト

の
検

証
・

ロ
ケ

地
め

ぐ
り

の
可

能
性

の
検

討

・
バ

ス
ツ

ア
ー

参
加

者
等

の
S
N
S
を

活
用

し
た

江
別

の
魅

力
発

信
・

観
光

客
へ

の
S
N
S
を

活
用

し
た

江
別

の
魅

力
発

信

・
道

央
圏

で
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

・
市

内
P
R
写

真
集

（
S
N
S
)
の

作
成

、
映

像
会

社
へ

の
情

報
発

信

・
市

民
の

観
光

意
識

の
機

運
醸

成

・
観

光
人

材
の

育
成

、
観

光
セ

ミ
ナ

ー
等

・
新

た
な

観
光

ト
レ

ン
ド

へ
の

対
応

・
受

入
環

境
な

ど
の

セ
ミ

ナ
ー

地
域

お
こ

し
協

力
隊

(
地

域
振

興
推

進
員

）

・
観

光
資

源
の

発
掘

と
活

用

情
報

発
信

の
強

化

市
民

や
事

業
者

が
実

感
す

る
観

光
ま

ち
づ

く
り

観
光

振
興

計
画

推
進

事
業

（
３

ケ
年

計
画

）

観
光

資
源

の
魅

力
向

上

観
光

振
興

計
画

推
進

事
業

観
光

推
進

体
制

の
検

討
・

協
議

・
部

内
に

お
い

て
観

光
推

進
体

制
の

確
立

・
強

化
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

・
観

光
推

進
体

制
に

係
る

関
係

者
か

ら
の

意
見

聴
取

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

既
存

資
源

等
の

磨
き

上
げ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
観

光
推

進
体

制
に

よ
る

事
業

実
施
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江別版生涯活躍のまち推進事業について 

 

＜江別版生涯活躍のまち（ＣＣＲＣ）の概要＞ 

(1) 江別版生涯活躍のまち（ＣＣＲＣ）がめざすもの 

  ・江別市民の誰もが生涯にわたって市外に転出することなく安心して暮らすことので 

きるまちづくり 

  ・平成２７年３月に閉校した札幌盲学校跡地に高等養護学校を誘致し、生徒の就労実 

習等の場とするほか、元気な高齢者、若年者、障がい者など多様な主体が交流する「共

生のまち」の実現 

  ・当該地をモデル地区（江別市大麻）として位置付け、成果をもとに将来的には江別 

市全体に波及 

 

(2) 事業者      

社会福祉法人 日本介護事業団 

 

(3) 令和３年度のスケジュール 

  令和３年４月 一部施設オープン（障がい者グループホーム、就労継続支援Ａ型事

業所（レストラン、パン工房）、温泉入浴施設） 

       ７月 一部施設オープン（特別養護老人ホーム、看護小規模多機能型居住

介護事務所、企業内保育所） 

地域あそびのひろば、あそびの会、多世代交流サロン、重度肢体不

自由児者・医療的ケア児親子サロン開催 

      ９月 全面オープン予定（介護老人保健施設、サービス付き高齢者向け住

宅） 

   １０月以降 ワークショップのアイデアをもとに各種イベントを開催するほか、 

         小中学校や市内４大学と連携した取組を実施予定。 
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登録有形文化財北海道林木育種場旧庁舎のリノベーションによる企業誘致拠点施設整備事

業 
 
 国の登録有形文化財である北海道林木育種場旧庁舎を改修し、公募プロポーザルにより選

定された株式会社珈房サッポロ珈琲館が入居し管理を行う。 
 施設内には、近隣大学の研究者、大学生などのテレワーク利用を狙ったコミュニケーショ

ンスペースや歴史的建造物の雰囲気を生かした市民ギャラリーを整備する。 
 
【北海道林木育種場旧庁舎の施設概要】 
・建築年月  昭和２年 11 月築（築 93 年） 内務省林業試験場北海道支場として建築 
・建築様式  ハーフティンバー（大正～昭和初期に流行 洋風近代建築） 
・延床面積  1,531 ㎡（１階 743 ㎡、２階 649 ㎡、小屋裏 139 ㎡） 
・敷地面積  5,053 ㎡ 
  
【施設の改修等】  
①江別市が地方創生拠点整備交付金を活用して実施するもの 
 外部長寿命化改修（屋根・外壁）、北側窓サッシ改修、間仕切り改修、天井床改修 他 
②事業者が江別市の補助金を活用して実施するもの（※交付金対象外） 
 江別産れんが敷テラス外構整備、市民ギャラリー 他 
 
【交付対象事業の目的】 
①定住人口及び関係人口の増加 
・入居事業者の就業者に江別市内定住を促し、定住人口とする。 
・入居事業者への市外からの通勤者を関係人口と捉え、将来の定住者とすることを目指す。 
・施設内に市民ギャラリーを設置し、イベント等で交流人口を創出する。 
②地域経済の活性化 
・北海道林木育種場旧庁舎へ事業者を誘致することにより、市内に雇用を創出する。 
・入居事業者が、市内大学や研究所との連携により、地場農産品を使った新製品を開発する。 
・コミュニケーションスペースを、市内大学、地元企業人との交流の場と位置づける。 
 
【施設の利活用方法】 
①企業誘致の拠点施設として利活用 
・入居事業者が本社として利活用し、飲食物販店舗を併設する。 
②地域経済活性化の拠点として利活用 
・入居事業者がコミュニケーションスペースを整備・開放し、交流の場を提供する。 
・入居事業者が、市内大学や地元企業などと新商品の研究開発や販売を行う。 
③地域の歴史文化発信拠点として利活用 
・入居事業者が市民ギャラリーを設置し、市民に歴史的建造物に触れる機会を提供する。 
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